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平成26年度の選択制臨床実習の海外コースの報告
山城清二
Seiji Yamashiro
　富山大学医学部医学科 6 年生は，今年度 4 月～ 6 月の12週間の選択制臨床実習を実施した。今回，その選
択制臨床実習を利用して下記の20名が海外で臨床実習を経験してきた。
フ ラ ン ス：リヨン大学　窪川芽衣
ド イ ツ：ベルリン大学　中野めぐみ，浜田さおり
　　　　　　ルール大学　伊藤善郎，相原隆充，佐々木正比古
米 国：シンシナチー小児病院　大西健太，尾崎祥多，野亦悠史
　　　　　　ボストン小児病院　山𥔎さつき，程璐霏
　　　　　　ラディー小児病院　石坂英理，平田怜子
マレーシア：マラ工科大学　
　　　　　　高瀬義祥，奥川恵子，木内友紀，須田絢子，高瀬愛，田中結香
ベ ト ナ ム：ハノイ小児病院　安川瞳
　今年は，小児科の市田蕗子先生と金兼弘和先生の紹介で 6 名の学生が米国の小児病院で，また脳神経外科
の黒田敏先生の紹介で 2 名の学生をベルリン大学で実習することができた。その他，第 1 外科の芳村直樹先
生と私の紹介で，総勢20名の学生が海外実習を体験した。
　海外臨床実習では，受け入れ先を探し，実習内容を確認，受け入れに必要な書類作成，渡航準備，そして
臨床医学の勉強と様々なステップを踏んだ上で漸く実現可能になる。渡航前の準備の善し悪しが海外実習の
成功の鍵であり，多くの時間をその準備に費やすことになる。そして，実際の現地での実習では，生活環境
と言語の違いに戸惑いながらも，あっという間に終わってしまう。従って，充実した実習を送るためには，
準備の努力を怠らないことが大事である。その点を考えると，準備の世話をした教官の先生方の貢献も大き
いかも知れない。
　さて， ７ 月18日の報告会では，学生達は活き活きと，そして実に楽しそうに発表していた。言語の壁を乗
り越え，また慣れない生活習慣をも楽しんできた若者の適応能力には感服する。私達の時代には考えられな
い程，国際的な活動が容易にできるようになったことを大変嬉しく思う。
　今年度も彼らの報告書を富山大学医学誌に掲載する。今回海外実習で頑張ってきた学生の努力とその成果
を是非読んでもらいたい。きっとあなたの海外での臨床実習をしたいという心に火を灯すであろう。
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平成26年 7 月18日の海外実習報告会にて
